









































































































































































































































































































































か り け る 。
かく
てこそありけれ、
と 聞 き つ け ら れ た て ま つ ら む は づ か し さ は 、
人よりまさりぬぺし、
さ す が に 、
この世には、
あ り し 御 さ ま
を 、
よそ
な が ら だ に い つ か は 見 じずる 、
とr£恵ふ。
な ほ わ ろ
の 心 や 、
かくだに思はじ、
など、
心 ひ と つ を か へ さ ふ 。
（ 手 習 、
八
ー
ニ ニ ― ー ニ ニ ニ ）
ここで、
浮 舟 の 複 雑 な 二 瓜 の 心 情 が 表 現 さ れ て い る 。
浮 舟 は 自
分 の 今 の 見 苦 し い 姿 を 昔 の 恋 人 に 知 ら れ る の が 恥 ず か し く て 恐 れるが、
一 万 、
心 の 中 に は ど う に か し
て彼の姿をもう一度見たいと
い う 願 望 も 粥 ん で い ろ 。
この二重の心情において、






見 送 り 聞 ゆ る は 、 い と 嬉 し く も
あ は れ に も 」 思 う
とい
う阿仏尼の





















「 源 氏 物 語 」 を 耽 院 し 、
浮 舟 の 話 に
心ひかれた作者は、
浮 舟 の 辛 い 気 持 ち に 同 情 し 、
かつ
触発され
て 、 つ い に 浮 舟
の 心 情 を 下 敷 き に し
て 、
恋 人 と 選 返 す る
場 面 を 造 っ て 作
品の中に書き、現実では実現できない
自 分 の 切 な
い 思 い を 、
作品の中で実現させたのであると
考 え ら れ る 。
右に述ぺてきたように、「うたたね




の 車 を 遠 く か ら 見 る 時 の 情 景 を 場 面 と し て 借 用
し、
一 方 で 手 習 の
巻に書かれた浮舟の心情を作者阿仏尼の心理描写に利用して昏いた と 見 ら れ る の で あ る 。
「 う た た ね 」 の 作 者
阿仏尼が出家直前と出家後恋人
の 車 と 偶 然
に 出 会 う 時 の 自 分 の 心 情 を 描
く 時 に は 、
浮 舟 の そ れ を 強 く 意 識 し
、 ` ' ‘
た こ と は 二 に 述 ぺ た 通 り で あ る 。
し か し 、
阿 仏 尼 の 浮 舟 へ の 思 い
、 , ‘
入 れ は 、
決 し て そ の 心 情 表 現 に の み 留 ま る も の で は な い 。
心 情 表
現以外にも、
「 う た た ね 」 に は 浮
舟の話か




ね 」 の 前 半 の 後 段 に は 、








助 け ら れ た 時 の 情 穀 に 至 る ま で 、
浮 舟 が 入 水 す る 前 後 の そ れ と よ
く似ているよ
う に 思 わ れ る 。
，た
だ今も出でぬぺき心地して、
や を ら 端 を 開 け た れ ば 、
晦 頃
（三）
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の月無き空に、
雨雰さへ立重りて、
いともの恐しう暗きに
夜中より降出でつる雨の、
明くるままに、
しほしほと濡るろ
程になりぬ。入る嵐の山の麓に近附く程
雨由々しく
降増りて、
向への山
を兄れば、
雲の餞頂ともなく押重りて、
行先も見えず。
（二八ーニ九）
ここに掲げたのは、
作者が出奔する夜の
天候を描いた部分であ
る。
出奔には最悪の天気であった。
重々しい雲、
降りまさる雨が、
真暗な夜
をいっそう恐しく感じさせる。
浮舟が
入水しようと家を
出た夜も、
皆人の寝たりしに、
痰戸を放ちて出でたりし
に、
風はげしく、
川波も荒う聞こえ を
独りもの恐ろしかりしかば、
来し万
行く末もおぼえで、
賣子の端に足 さしおろしながら、
行く
べき方もまどはれて
帰り入らむも中空にて｀
心強くこの世
に亡せな
むと
思ひ立ちしを、
をこがましくて人に見つけられ
むよ
りは、鬼も何も食ひて失ひてよ、
と言ひつつ、
つく
づく
とゐた
りしを、
（手習、
八ー一八九）
のように「風はげしく、
川波も荒」い、
やは
り悪天候であった。
ここで、
「雲」「雨」と「風」「波」は違う自然現象で
あるが、
いずれも
よい天候
でなか
った
点は同じであろう。
「うたたね」の
作者が自分の出奔す
る夜を、
浮舟の入水しようとする夜と同じよ
うに、
人に恐怖感を抱か
せる夜と
して描
いたのは
・、
あるいは単な
る事実上の偶然であった
かもし
れない。
しかし、
次の作者が助け
られ 場面を考え合わせてみると、
これも恐らく浮舟の入水しよ
うとする前後の描写を念頭に入れて書いたと考えられる。
いた＜廻り果て
にければ、
松風の荒々しき
を頼もし人にて、
此れ
も
都の方よりと覚えて、
蓑笠など箸て、
囀り来る女あり。
小窟の同じ声なると物語するなりけ
り。
此れや桂の里の人な
らむと兄ゆるに、
ただ歩みに歩み寄りて（中略）頻に身の有
様を尋ぬ
れば、
「此れは、
人を
怨むるにもあらず。
又、
口論
とか
やをもせず。
ただ思ふ事ありて、
此の山の奥に、
尋ぬぺ
き事ありて、
夜深く出でつれど、
雨も移しく、山路さへ迷ひ
て、
来し方も党えず、
行く先も知ら
ず。死ぬぺき心地さへす
れば、
此処に寄居たるなり。
同じくは、
其の辺まで導き給ひ
てむや。」と言へば、
愈々いとほし
がりて、
手を控へて導く。
（二九S三0)
雨が降りまさる夜中に、
道に迷った作者が松風の荒々
しい木陰
に立ら寄って休んでいる
ところ
に、
桂の里の人が歩
いて
きて、
車
情を閲いてから親切に助けて
くれ
た。
この場面は、手習の巻の浮
舟が横川の個都の一行に発見される
時の情景を迎想させる。
森かと見ゆろ木の下
を、
うとましげのわたりや、
と見入
れた
るに、
白きもののひろとりたろぞ見ゆる。
「かれは何ぞ」と、
立らとまりて、
火を
明
くなして見れば、
もの
のゐたる
姿なり。
（中路）頭の髪あらば太りぬべきここちする
に、
この火とも
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以上論じたところをまとめてみると
、
．
自分の出家を密き記した時、
つねに浮舟の入水しようとする事件
を頭に浮ぺ、
自分の作品にその影を慄わせている。浮舟の話の影
嬬は、
出家前、
出家後だけではなく、
出家を遂げるための出奔に
も及ぶ。
「出家」すな
わち前半の後段に当たる部分は、
「うたた
ね」を支える三つの柱 中の―つであ
り、
この部分抜きでは、「う
たた が成り立たないのは言うまでもないことであろう。
これ
によ
って、
rうたたね」が「源氏物語』における浮舟の話とどれ（四）
したる大徳、
憚りもなく、
奥な
きさまにて、
近く寄りてその
さまを見れば、
髪は長くつや
つや
として、
大きなる木
の根の
いと荒々 きに寄りゐて、
いみじく泣く。
（手習、
八ー一七五
）
雨の中、
．痰れ切っ
てほとんど失心状態になって、
木にもたれた
まま坐っている「うたたね』の作者の姿は、
「大きなる木
の根の
いと荒々しきに寄りゐて、
いみじく泣く」浮舟の姿と瓜な
ってい
る。これを前述の出奔する夜の天候描写とも合せてみると、
単な
る偶然であったと片付けるよりも ．「
うたたね」の家を出てか
ら
尼寺に辿り着くまでの描写は、
「源氏物語」に見られる浮舟の入
水しようとす 前後の描写
を踏えて書かれたものだと言った方が
よかろう
。
「うたたね」の作者が、
ほど密接な関係を持って
いるかは明らかであろう。
では、
阿仏尼が浮舟にこれほど
深く魅かれたのはなぜであろう
9
か。それは、
経歴において、
阿仏尼と浮舟との間に相似ている点
が多いからだと私は思う。
‘
r源氏物語」における浮舟の本格的な登場は、
東屋の巻である
が、
その話は早くも宿木の巻に出ている。
周知のように、
浮舟の
実父は八の宮と呼ばれた皇族であるが、
その出生が父に認められ
ないままに
浮舟は母親の再婚によって、
地方官の養父を持つこ
とに った。
その後、
地方官の娘として田舎で育てられ、
二十才
ぐらいでや と上京。
上京後、
窯に愛され、
いろいろ苦労した挙
句、
やっと幸せをつかんだと思ったその矢先
に、
突然訪れた匂宮
のために、
恋愛の三角関係に悩まされ、
苦しみの淵に落ら込んで、
死の覚悟をして入水したが、
助けられた後は周囲の人々の反対を
押し切って、
薫や匂宮の悲しみもかえりみず出家の志を遂げた。
阿仏尼の実父が雌かは不明であろが、
かな
り身分の高い人だと
推定されている。
母の再婚によって、
彼女は佐渡守である平度繁
の捉女になった。
そして、
安嘉門院に仕えていた頃、
あろ貸族の
男性に愛され、
「うたたね」に宙かれた恋をした
。一
時は甘い恋
も体験したらしい
が、
まも
なく見捨てられ、
失恋の苦しみを味わ
うようになっ 。
その悲しみから逃れるため、
自ら髪を切り裕し
て出家した。
阿仏尼は養父とともに田舎で長く生活したことはな
いようだが、
失恋後従父に伴われて、
遠江の国に一ヶ月ほど滞在
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して帰京した。
浮舟は呈族の血をひく娘でありながらも、
母の再婚によっ
て地
万官の娘になり、
身分の低い田舎者と見られて、
さんざん苦労を
しなければなら かった。
そういう浮舟と
同じように、
阿仏尼も
実父が黄族な に地方官の娘として育てられてきたので、
『源氏
物語』を読んで、
まず誰よりも浮舟に同情し、
親近感を抱いたの
であるに違いない。
二人の男性に同時に愛された点では、
浮舟と阿仏尼は述うけれ
ども、
その恋
に悩まされて
、
「さ
すらふ」身になった恋の結末は
同じである。
浮舟
は決して幸福な女性ではない。
二人の貨族の背
年の愛によって、
彼女 幸せを手にするどころ
か、
かえって不幸
に打ら落とされ、
入水へと追い込まれたのであ
る。
貸族の男性に
言い寄られ、
そのため失恋の苦しみを味わい
、世を捨てるまでに辛
い思いをした阿仏尼は、
恐らく浮舟の苦悦の姿に自分の姿を重ね
合わせ、
強く心を打たれたのであろう。
「出家」の部分だけで
はなく
、
「うたたね」の全篇において、
作者は先行の和歌や物
語の世界と自分の
世界とを融合させ、
その
中で自分の体験や心情を詔っていく。
極端に言えば、
古典の歌や
物語の影響なしに、
自分の体験だけをひたすら事実のままに掛き
並ぺていくだけで 、
rうたたね」は文学作品としては成立し得
なかったであろう。
「うたたね」と「源氏物語」における浮舟の
話を対比し、
その関係を明らかにするのは、
「うたたね」全篇を
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